
さかいまち議会だより（2）　　

志
鳥
・
大
字
猿
山
・
大
字
若
林
地
内

に
お
い
て
、
県
営
ほ
場
整
備
事
業
に

伴
い
橋
梁
の
新
設
が
あ
り
当
該
路
線

の
起
点
及
び
終
点
の
変
更
が
あ
る
た

め
、
町
道
路
線
の
区
域
変
更
す
る
も
の
。

〔
原
案
可
決
〕

変
更
前

　

町
道
１
２
０
８
号
線

・
起
点
・
終
点　

横
塚
４
２
４
番
地

先
〜
同
所
４
２
１
番
1
地
先

・
幅
員
4
・
5
ｍ
〜
5
・
7
ｍ

・
延
長
１
４
１
・
６
ｍ

変
更
後

　

町
道
１
２
０
８
号
線

・
起
点
・
終
点　

横
塚
字
東
沼
８
９

　

８
番
地
先
〜
稲
尾
字
宮
戸
川
１
３

　

６
２
番
地
先

・
幅
員
4
・
5
ｍ
〜
6
・
0
ｍ

・
延
長
１
５
８
・
２
ｍ

変
更
前

　

町
道
１
４
２
６
号
線

・
起
点
・
終
点　

志
鳥
２
２
９
番
地

先
〜
同
所
２
２
２
番
地
先

・
幅
員
4
・
０
ｍ
〜
６
・
４
ｍ

・
延
長
１
４
５
・
8
ｍ

変
更
後

　

町
道
１
４
２
６
号
線

・
起
点
・
終
点　

志
鳥
字
東
沼
２
０

　

３
３
番
地
先
〜
猿
山
字
宮
前
１
２

　

５
５
番
地
先

・
幅
員
4
・
0
ｍ
〜
6
・
4
ｍ

・
延
長
１
６
６
・
４
ｍ

変
更
前

　

町
道
１
４
２
８
号
線

・
起
点
・
終
点　

志
鳥
２
５
３
番
地

先
〜
同
所
２
５
０
番
地
先

・
幅
員
４
・
０
ｍ
〜
５
・
５
ｍ

・
延
長
１
８
２
・
０
ｍ

変
更
後

　

町
道
１
４
２
８
号
線

・
起
点
・
終
点　

志
鳥
字
東
沼
２
０

　

７
３
番
地
先
〜
猿
山
字
弁
天
前
１

　

３
４
９
番
地
先

・
幅
員
４
・
０
ｍ
〜
６
・
０
ｍ

・
延
長
２
０
２
・
６
ｍ

変
更
前

　

町
道
３
７
６
４
号
線

・
起
点
・
終
点　

若
林
字
鵠
戸
沼
５

　

５
６
９
３
番
地
先
〜
同
所
５
６
９

　

８
番
地
先

・
幅
員
４
・
０
ｍ
〜
４
・
８
ｍ

・
延
長
１
０
７
・
9
ｍ

変
更
後

　

町
道
３
７
６
４
号
線

・
起
点
・
終
点　

若
林
字
鵠
戸
沼
５

　

６
９
１
番
地
先
〜
同
所
５
６
９
８

番
地
先

・
幅
員
４
・
０
ｍ
〜
６
・
０
ｍ

・
延
長
１
２
３
・
５

○
境
町
大
字
志
鳥
・
大
字
猿
山
・
大
字

若
林
地
内
に
お
い
て
県
営
ほ
場
整
備

事
業
に
伴
い
橋
梁
の
付
替
え
が
あ
っ

た
た
め
当
該
路
線
を
廃
止
す
る
も
の

〔
原
案
可
決
〕

町
道
１
４
２
３
号
線

・
起
点
・
終
点　

志
鳥
２
４
９
番
地
〜

猿
山
81
番
１
地
先

・
幅
員
２
・
３
ｍ
〜
４
・
４
ｍ

・
延
長
20
・
２
ｍ

町
道
３
７
６
９
号
線

・
起
点
・
終
点　

若
林
字
鵠
戸
沼
５
６

　

９
１
番
地
先
〜
・
若
林
字
鵠
戸
沼
５

　

６
９
３
番
地
先

　

・
幅
員
３
・
１
ｍ
〜
４
・
３
ｍ

　

・
延
長
16
・
１
ｍ

○
新
聞
購
読
料
へ
の
消
費
税
軽
減
税
率

適
用
を
求
め
る
陳
情
書〔

原
案
可
決
〕

　

陳
情
者

　
　

水
戸
市
中
央
２
丁
目
８
番
８
号

　
　

ア
シ
ス
ト
第
２
ビ
ル
４
０
２
号

　
　

茨
城
県
新
聞
販
売
連
合
会

　
　

会
長　

下
平　
　

優

○
労
働
者
保
護
ル
ー
ル
の
現
行
制
度
の

維
持
・
改
善
を
求
め
る
意
見
書
の
採

択
に
関
す
る
陳
情
書

〔
継
続
審
議
〕

　

陳
情
者

古
河
市
関
戸
８
６
４
番
地
５

フ
ァ
ー
ム
テ
ム
ジ
ン
１
０
１
号

日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
茨
城
県
連

合
会　

県
西
地
域
協
議
会

議
長　

樋
口　

健
一

　

政
府
関
係
機
関
へ
次
の
意
見
書
を
提
出

い
た
。

○
新
聞
購
読
料
へ
の
消
費
税
軽
減
率
適

用
を
求
め
る
意
見
書

１
．
消
費
税
10
％
へ
の
引
き
上
げ
に
際

し
、
複
数
税
率
を
導
入
す
る
こ
と
。

２
．
新
聞
へ
軽
減
税
率
を
適
用
す
る
こ
と
。

提
出
先　

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
１
名
。

Ａ
．塚
崎
地
区
は
、
防
災
講
習
会
を
す
る

た
め
に
モ
デ
ル
選
定
し
た
。
避
難
対
策
は

基
本
と
な
る
町
の
計
画
を
作
成
し
、
そ
の

上
で
各
行
政
区
の
実
情
に
あ
っ
た
具
体
的

な
避
難
計
画
の
作
成
が
必
要
と
考
え
る
。

（
総
務
部
長
、
生
活
安
全
課
長
） 

Ａ
．「
防
災
ビ
デ
オ
」
「
動
く
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
」
の
提
供
を
受
け
た
の
で
、
講
習

会
等
で
活
用
し
、
防
災
意
識
の
啓
発
や
高

揚
を
図
る
。（

総
務
部
長
、
生
活
安
全
課
長
）

Ａ
．
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
中
学
生
の

90
％
が
小
学
校
で
体
験
し
た
英
語
活
動

に
興
味
・
関
心
を
高
め
る
き
っ
か
け
に

な
っ
て
い
る
。
保
護
者
等
の
要
望
も
あ
り
、

「
教
育
振
興
の
集
い
」
や
文
化
祭
な
ど
で

実
施
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

Ａ
．グ
ロ
ー
バ
ル
な
感
覚
の
育
成
等
に
よ

り
新
た
な
価
値
感
を
得
る
な
ど
学
習
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
が
期
待
で
き
る
。

Ａ
．新
た
に
国
際
交
流
を
担
当
す
る
部
署

を
設
け
て
研
究
を
す
る
。

（
町
長
、
教
育
長
、
教
育
次
長
）

Ａ
．目
的
・
必
要
性
・
名
称
を
付
け
る
タ

イ
ミ
ン
グ
、
わ
か
り
や
す
さ
等
名
称
が
定

着
す
る
た
め
に
必
要
な
要
素
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
観
点
か
ら
検
討
が
必
要
と
考
え
る
の

で
調
査
研
究
し
た
い
。

（
ま
ち
お
こ
し
推
進
室
長
）

Ａ
．圏
央
道
の
整
備
が
進
む
に
つ
れ
、
企

業
立
地
も
活
発
化
し
て
き
て
お
り
、
東
北

道
と
の
接
点
で
あ
る
久
喜
市
に
は
、
キ
ッ

コ
ー
マ
ン
や
味
の
素
が
進
出
を
決
定
し
、

幸
手
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
、
五
霞
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
な
ど
も
開
発
が
進
ん
で
お

り
ま
す
当
境
町
で
も
、
企
業
誘
致
を
図
る

大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、
ま
ず
、
境
古

町
道
路
線
の
廃
止

意
見
書
の
提
出

一

般

質

問

議
席
９
番　

須
藤　

信
吉　

議
員

請
願
・
陳
情
審
査
結
果

議
席
４
番　

櫻
井　

実　

議
員

○
防
災
に
つ
い
て

Ｑ
．昨
年
、
塚
崎
地
区
を
モ
デ
ル
地
区
に

し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
避
難
対
策
を
推
進

す
る
の
か
。

Ｑ
．各
行
政
区
へ
の
普
及
は
。

○
外
国
語
教
育
に
つ
い
て

Ｑ
．全
国
に
先
駆
け
て
小
学
1
年
生
か
ら

外
国
語
教
育
を
実
施
し
て
10
年
に
な
る
が
、

そ
の
教
育
の
成
果
を
町
民
に
発
表
出
来
な

い
か
。

Ｑ
．国
際
社
会
に
通
用
す
る
人
材
の
育
成

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

Ｑ
．国
際
交
流
都
市
提
携
の
考
え
は
。

○
道
路
名
の
呼
称
に
つ
い
て

Ｑ
．圏
央
道
の
開
通
を
控
え
、
町
内
の
主

要
道
路
に
「
桜
通
り
」
等
の
愛
称
を
付
け

て
は
ど
う
か
。

○
境
・
古
河
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
開

発
に
つ
い
て

Ｑ
．近
隣
の
市
町
村
で
は
、
開
発
区
域
の

確
定
及
び
、
企
業
と
の
契
約
が
発
表
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
当
町
の
進
捗
状
況
と
今
後

の
計
画
に
て
つ
い
て
。


